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GCM(全球気候モデル)の格子間隔が 100 ㎞から

200 ㎞であったのに対して，今回は最小 20 ㎞程

度と空間分解能が良くなったことが大きな理由

です。その検証として地域の情報も掲載されて

います。また，時間スケールでもこれまでと大

きく異なっています。図 2 は 6 千万年前から

2300 年までの全球的な地上気温の変化を 1850

年から 1900 年までの平均値の偏差で表したも

のです（ACCEPTED VERSION SUBJECT TO 

FINAL EDITS が SPM 以外の全てのページに

スタンプされています。見ずらいですがお許し

ください）。長期間にわたり 1 枚の図で気温変化

が表示されているのは，この期間の気温変化の

精度が一定保証できるようになったということ

を示すものです。この図を見れば RCP8.5 の

2300 年には人類が出現したはるか前の始新世

初期(5600 万年前)の気温に達するという，まさ

に人類の危機がデータで示されています。それ

でもなお私たち人類は化石燃料を使用して「豊

かな生活」を続けるのでしょうか。「持続可能な

社会の実現」が問われる図になっています。 

また，図 3 に 1850 年から 1900 年までの平均

値に対する 2020 年までの偏差が示されていま

す。これまで報告書が出るたびに，気温の上昇

量が示され，報告書毎にそれが異なっていて，

地球温暖化は不確定ではないかと考えている人

も多いかと思います。しかし，自然の変動によ

る年々変動を含みながら全体として 1970 年ご

ろから上昇の一途をたどり，全球の地上気温が

上昇していることが明確に示されています。し

かもこれまで報告されてきた気温上昇量が時間

経過とともに大きくなり，今回の SPM で示さ

れた全球の地上気温の上昇は 2001 年から 2020

年までで 0.99℃，2011 年から 2020 年までは

1.09℃と変化する理由もこの図から読み取れる

と思います。報告書毎に異なる気温上昇こそ，

私たち人類活動が気温上昇をもたらし，抑える

どころか抑えきれていない現実がここに示され

ています。 

こうした温暖化の影響についても次回から紹

介したいと思います。                                          
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